
統
制
経
済
と
書
物
流
通
（
日
比
）

統
制
経
済
と
書
物
流
通

─
─
帝
国
の
国
策
書
籍
配
給
会
社
─
─

日　

比　

嘉　

高

１
．
は
じ
め
に
─
─
「
出
版
新
体
制
」
の
外
側
を
考
え
る

　

一
九
三
八
年
に
「
満
洲
国
」
で
計
画
が
も
ち
あ
が
っ
た
書
籍
雑
誌
の
一
元

的
統
制
配
給
会
社
は
、
そ
の
後
朝
鮮
半
島
で
も
同
様
の
動
き
を
呼
び
起
こ

し
、
一
九
四
一
年
の
内
地
に
お
け
る
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
の
成
立
へ
と

連
鎖
し
て
い
く
。
こ
の
論
考
で
は
、「
満
洲
国
」
政
府
、
朝
鮮
総
督
府
、
そ

し
て
内
地
政
府
で
連
続
し
て
設
立
の
動
き
が
起
こ
っ
た
書
籍
配
給
会
社
を
め

ぐ
る
歴
史
を
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
国
策
配
給
会
社
に
つ
い
て
は
多
少
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、

い
く
つ
か
の
例
外
を
除
き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
配
給
機
構
設
立
を
め
ぐ
る
歴

史
叙
述
を
出
版
文
化
史
の
中
で
の
み
完
結
さ
せ
て
き
た
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
た
と
え
ば
典
型
的
な
語
り
口
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
か
ら
序
盤
の
布
石
が
打
た
れ
た
“
出
版

新
体
制
”
構
想
は
、
翌
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
、
出
版
界
へ
の
締
め

つ
け
が
加
速
度
的
に
強
め
ら
れ
、
出
版
統
制
の
意
図
と
そ
の
行
政
指
導

が
表
面
化
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
　
　

内
務
省
と
商
工
省
は
出
版
統
制
に
つ
い
て
提
携
し
協
同
工
作
を
表

立
っ
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
内
務
省
は
国
家
総
動
員
法

〔
…
〕
に
よ
る
国
民
精
神
総
動
員
の
見
地
か
ら
、
そ
の
「
総
動
員
実
務
」

に
あ
る
出
版
な
ど
の
情
報
活
動
取
締
り
を
と
り
あ
げ
、「
国
論
の
統
一

と
新
秩
序
の
確
立
」
を
言
論
、
出
版
に
求
め
、
商
工
省
は
「
物
的
人
的

資
源
ヲ
統
制
運
用
ス
ル
」
た
め
「
用
紙
ノ
使
用
制
限
」
を
行
う
、
と
い

う
二
大
項
目
に
つ
い
て
、
両
者
は
そ
の
構
想
と
意
見
の
調
整
、
対
策
を

ま
と
め
る
連
絡
会
議
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。〔
…
〕

　
　
　

こ
う
し
て
昭
和
十
六
年
半
ば
に
は
、
四
大
取
次
店
の
主
導
、
制
圧
に

よ
る
出
版
流
通
機
構
は
、
出
版
新
体
制
に
と
も
な
う
出
版
配
給
一
元
化

│
│
“
出
版
配
給
新
体
制
”
│
│
の
確
立
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
ら
れ
、

出
版
流
通
史
上
に
一
時
代
を
画
し
た
“
四
大
取
次
時
代
”
は
消
滅
す

る
。（
清
水 

一
九
九
一
、
一
四
一

－

一
四
二
頁
）

　

こ
の
叙
述
そ
の
も
の
に
誤
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
書
き
手
清
水
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文
吉
の
語
り
は
、
日
本
内
地
の
国
策
会
社
で
あ
る
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社

（
日
配
）
設
立
の
背
景
と
し
て
、
国
家
総
動
員
法
や
洋
紙
統
制
な
ど
と
の
関

連
の
み
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

　

物
資
の
流
通
を
一
元
化
し
、
流
れ
込
む
資
金
の
量
を
調
整
し
、
価
格
を
制

御
し
、
人
員
を
削
減
し
た
上
で
余
剰
を
軍
需
部
門
に
回
す
と
い
う
、
国
家
総

動
員
法
を
は
じ
め
と
し
た
国
家
的
な
施
策
は
、
出
版
文
化
だ
け
を
め
が
け
て

行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
や
む
し
ろ
、
出
版
部
門
は
国
防
国
家
を
目
指

す
経
済
統
制
に
と
っ
て
は
不
要
不
急
部
門
で
し
か
な
か
っ
た
。
植
民
地
帝
国

日
本
の
す
べ
て
を
巻
き
込
ん
だ
、
包
括
的
で
徹
底
的
な
総
動
員
体
制
と
い
う

全
体
図
の
な
か
に
お
い
て
書
物
配
給
の
あ
り
方
を
確
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
そ
う
し
た
全
体
図
の
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
吉
田
則
昭
（
二
〇

一
〇
）
が
戦
時
統
制
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
新
聞
統
制
、
出
版
統
制
と
の
関

係
を
包
括
的
に
論
じ
て
い
る
程
度
）
1
（

で
、
そ
の
他
に
は
橋
本
求
（
一
九
六
四
）

が
同
時
代
に
平
行
し
た
施
策
と
し
て
綿
製
品
制
限
令
や
皮
革
使
用
制
限
令
な

ど
の
統
制
経
済
に
わ
ず
か
に
触
れ
て
い
る
例
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
本
論

が
焦
点
化
す
る
、
植
民
地
も
含
め
た
取
次
業
の
再
編
と
国
家
統
制
全
体
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
検
討
が
手
薄
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
課
題
の
上
に
、
次
の
副
次
的
な
二
つ
の
論
点
を
提
示
し
た
い
。
一
つ

は
国
家
統
制
と
民
業
で
あ
る
取
次
業
や
小
売
業
と
の
関
係
を
、
ど
の
よ
う
な

構
図
で
語
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
配
設
立
の

歴
史
を
振
り
返
っ
た
基
礎
資
料
で
あ
る
『
日
配
時
代
史
』
は
、
あ
る
種
の

〈
受
難
史
〉
の
語
り
を
取
っ
て
い
る
。

　
　
　

出
版
界
の
誰
も
が
、
満
洲
事
変
以
来
の
“
非
常
時
”
北
支
事
変
の
勃

発
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
い
た
る
“
準
戦
時
下
”、
そ
し
て
戦
争
拡
大
の

果
て
、
つ
い
に
終
戦
と
な
る
“
戦
時
体
制
下
”
の
出
版
界
を
省
み
て
、

こ
う
つ
ぶ
や
く
、
│
│
「
出
版
受
難
時
代
で
あ
っ
た
！
」
と
。
こ
の
言

葉
に
は
い
ろ
い
ろ
の
感
慨
と
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
受
難

の
実
相
と
実
態
を
総
括
し
て
決
定
し
た
の
が
“
出
版
新
体
制
運
動
”
で

あ
り
、
こ
れ
に
基
く
“
出
版
統
制
”
の
確
立
で
あ
っ
た
。

 

（
荘
司
徳
太
郎
・
清
水
文
吉 

一
九
八
〇
、
二
頁
）

　

受
難
、
た
し
か
に
そ
の
と
お
り
だ
ろ
う
。
明
治
以
来
（
古
い
業
者
の
創
業

は
江
戸
期
に
さ
か
の
ぼ
る
）
営
々
と
築
い
て
き
た
取
次
と
い
う
書
物
の
卸
業

界
す
べ
て
が
廃
業
へ
と
追
い
込
ま
れ
、
国
策
的
な
配
給
会
社
へ
と
再
編
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
単
に
会
社
が
つ
ぶ
さ
れ
、
築
き
あ
げ
て
き
た
業
界
の
商
業
文

化
・
企
業
文
化
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
従
業
員
た
ち
に

は
生
活
が
あ
る
。
は
た
し
て
自
分
は
そ
の
新
し
く
設
立
さ
れ
る
と
い
う
配
給

会
社
に
、
再
就
職
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
自
ら
と
家
族
の
生
存
に
か

か
わ
る
問
題
が
持
ち
上
が
る
。
た
し
か
に
「
受
難
」
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
だ
が
当
時
の
資
料
を
読
み
込
ん
で
い
く
と
、
書
物
の
国
家
配
給
へ
と
至

る
道
の
り
は
、
国
に
よ
る
一
方
的
な
施
策
の
強
要
と
い
う
構
図
で
は
な
い
よ

う
に
見
え
る
。
民
間
側
も
ま
た
、
自
ら
統
制
を
求
め
て
い
た
よ
う
す
が
う
か

が
え
る
の
で
あ
る
。

　

二
点
目
で
あ
る
。
柴
野
京
子
は
、
日
配
と
い
う
配
給
統
制
会
社
の
創
立
に
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統
制
経
済
と
書
物
流
通
（
日
比
）

つ
い
て
、
戦
後
を
越
え
現
代
に
ま
で
続
く
日
本
的
な
出
版
取
次
シ
ス
テ
ム
の

誕
生
と
位
置
付
け
た
。

　
　
　

日
本
の
戦
時
体
制
に
お
け
る
出
版
流
通
体
制
は
、
政
治
的
な
支
配
で

は
な
く
、
経
済
的
に
こ
れ
を
支
配
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
た

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
構
造
そ
の
も
の
を
拘
束
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
構
造
は
、
い
わ
ゆ
る
思
想
統
制

の
よ
う
な
支
配
形
態
を
と
ら
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
戦
後
も
継
承
さ

れ
、
ま
た
強
力
に
安
定
的
な
「
業
界
総
動
員
」
体
制
を
日
本
の
出
版
産

業
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
（
柴
野 

二
〇
一
三
、
八
七
頁
）

　

柴
野
は
戦
時
の
出
版
流
通
体
制
は
政
治
的
支
配
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
よ
る
経
済
的
支
配
だ
っ
た
と
い
う
。
国
家
統
制
に
よ
る
圧
力
の
面
か

ら
の
み
説
明
を
行
っ
て
き
た
研
究
状
況
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、

ま
た
戦
後
へ
の
連
続
性
と
い
う
重
要
な
論
点
の
提
示
と
し
て
、
柴
野
の
提
起

は
示
唆
に
富
む
。
だ
が
書
物
の
一
元
的
「
配
給
」
は
、
は
た
し
て
「
ビ
ジ
ネ

ス
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
論
考
で
は
、
統
制
経
済
総
体
に
お
け
る
書
物
流
通
の
位
置
付
け
、
国

家
の
統
制
と
民
業
で
あ
る
取
次
業
や
小
売
業
と
の
関
係
、
そ
し
て
配
給
と
い

う
仕
組
み
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
の
差
異
と
い
う
三
点
を
焦
点
と
し
な
が
ら
、

戦
時
下
に
お
け
る
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
書
物
の
配
給
統
制
の
あ
り
方

を
再
考
す
る
。

　

具
体
的
な
議
論
に
入
る
前
に
、
書
物
の
国
策
的
配
給
会
社
と
出
版
新
体
制

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
概
観
を
し
て
お
く
。
国
策
配
給
会
社
に
つ
い
て

は
、
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
質
の
高
い
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。
も
っ
と

も
手
厚
い
の
は
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
（
以
下
、
日
配
）
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
荘
司
・
清
水
（
一
九
八
〇
）
は
関
係
者
が
当
時
の
資
料
を
用
い
な

が
ら
詳
述
し
た
決
定
版
と
も
い
う
べ
き
史
料
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
清
水
文
吉

（
一
九
九
一
）、
柴
野
（
二
〇
〇
九
）、
蔡
星
慧
（
二
〇
一
二
）
ら
が
幅
広
い

書
物
流
通
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
論
考
を
書
い
て
い
る
。

　

出
版
新
体
制
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
吉
田
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る

近
衛
新
体
制
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
新
聞
統
制
・
出
版

統
制
を
考
察
し
た
包
括
的
な
研
究
が
あ
り
、
出
版
文
化
協
会
を
中
心
と
し
た

紙
に
よ
る
統
制
を
考
究
し
た
五
味
渕
典
嗣
（
二
〇
一
二
）
も
あ
る
。

　

近
年
は
、
満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
（
以
下
、
満
配
）
に
つ
い
て
も
詳
細

な
研
究
が
登
場
し
た
。
渡
辺
隆
宏
に
よ
る
四
編
の
考
察
は
、
い
ず
れ
も
史
料

を
博
索
し
た
労
作
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
満
配
と
鮮
配
（
朝
鮮
書
籍
統
制
会

社
。
案
に
終
わ
っ
た
）、
日
配
設
立
を
め
ぐ
る
連
続
的
な
展
開
に
着
目
し
た
柴

野
京
子
（
二
〇
一
三
）
も
重
要
な
論
点
を
提
示
す
る
。
ま
た
鮮
配
に
つ
い
て

は
、
日
比
嘉
高
（
二
〇
一
五
）
が
経
緯
と
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。
台
湾
の

書
物
の
配
給
統
制
に
つ
い
て
は
管
見
で
は
研
究
は
な
く
、
河
原
功
（
一
九
九

七
）
に
よ
る
日
配
台
湾
支
店
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
論
考
で
は
戦
前
の
日
本
お
よ
び
植
民
地
・
支
配
域
に
お
け
る
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経
済
統
制
に
つ
い
て
論
及
す
る
が
、
こ
れ
に
関
わ
る
先
行
研
究
の
列
挙
は
煩

雑
に
な
り
す
ぎ
る
た
め
、
本
文
中
の
注
に
委
ね
る
。

２
．
統
制
を
め
ざ
す
経
済
─
─
「
経
済
新
体
制
」
へ

　

経
済
新
体
制
お
よ
び
そ
こ
へ
至
る
道
の
り
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
整
理
し

よ
）
2
（

う
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、
資
本
主
義
経
済
に
対
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

面
お
よ
び
経
済
的
実
態
面
か
ら
、
批
判
が
強
ま
っ
て
い
た
。
自
由
主
義
経
済

が
大
恐
慌
を
引
き
起
こ
し
、
資
本
主
義
は
自
ら
そ
れ
を
制
御
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
反
省
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ソ
連
の
計
画
経
済
が
成

功
裡
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
、
日
本
で
は
私
利
私
欲
に
走
る
財
閥
批
判
も
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
は
陸
軍
な
ど
が
唱
え
た
「
国
防
国
家
」

「
総
動
員
」
論
な
ど
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

　

法
制
の
上
で
最
初
に
経
済
の
統
制
が
試
み
ら
れ
た
の
は
、
一
九
一
八
年
の

軍
需
工
業
動
員
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
教
訓
か
ら
、
戦
時

に
お
け
る
国
家
総
動
員
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
不
況

下
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
お
い
て
カ
ル
テ
ル
が
結
成
さ
れ
、「
自
治
統

制
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
九
二
七
年
に
は
、
欧
米
各
国
で
設
置
さ
れ
て
い

た
総
動
員
機
関
に
な
ら
い
、
総
動
員
計
画
の
立
案
機
関
と
し
て
資
源
局
が
設

け
ら
れ
た
。

　

一
九
三
二
年
に
は
不
況
下
の
産
業
対
策
と
し
て
重
要
産
業
統
制
法
が
制

定
。
一
九
三
六
年
に
示
さ
れ
た
政
策
大
綱
国
策
ノ
基
準
に
お
い
て
、
列
強
の

脅
威
へ
の
対
抗
、
国
防
軍
備
の
充
実
、
日
満
支
三
国
の
提
携
に
よ
る
ソ
連
の

脅
威
の
排
除
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
応
ず
る
具
体

的
な
施
策
が
繰
り
出
さ
れ
て
い
く
。
一
九
三
七
年
六
月
に
は
近
衛
文
麿
内
閣

が
誕
生
。
陸
軍
の
支
持
も
あ
り
、
近
衛
は
「
革
新
派
」
官
僚
ら
で
作
っ
た
昭

和
研
究
会
を
諮
問
集
団
と
し
て
抱
え
、
関
係
者
を
要
職
に
就
け
て
い
く
。
七

月
に
盧
溝
橋
事
件
が
起
こ
り
日
中
戦
争
が
始
ま
る
。
政
府
は
国
際
収
支
の
危

機
に
耐
え
、
軍
事
費
の
増
大
に
対
処
す
る
に
は
国
家
的
な
経
済
統
制
が
必
要

だ
と
考
え
、
次
々
と
法
律
を
定
め
て
い
く
。
輸
出
入
の
制
限
だ
け
で
な
く
広

範
な
物
資
・
物
価
統
制
の
根
拠
法
と
な
り
配
給
統
制
制
度
の
根
幹
と
な
っ
た

輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
や
、
長
期
資
金
市
場
を
統
制
す
る
臨
時
資
金
調
整

法
の
施
行
に
よ
っ
て
軍
事
化
関
連
産
業
の
設
備
投
資
な
ど
へ
資
金
を
回
す
よ

う
仕
向
け
、
国
内
向
け
民
需
品
の
供
給
は
削
減
な
い
し
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。

　

印
刷
及
製
本
業
の
場
合
を
見
て
み
れ
ば
、
事
業
資
金
調
整
標
準
の
示
し
た

同
業
の
格
付
け
は
低
く
、
資
金
配
分
は
強
く
抑
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
表
１
に
示
し
た
戦
前
（
一
九
三
四

－

一
九
三
六
年
）
と
比
較
し
た
各
業

種
の
生
産
指
数
の
増
減
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
印
刷
及
製
本
業
の
活
動
は

厳
し
い
制
限
の
も
と
に
お
か
れ
た
。
従
事
す
る
有
業
者
人
口
も
一
九
三
六
年

一
〇
月
の
一
四
九
〇
〇
〇
人
か
ら
次
第
に
減
少
し
、
一
九
四
四
年
二
月
に
は

一
〇
七
〇
〇
〇
人
と
、
四
万
人
以
上
が
印
刷
及
製
本
業
か
ら
離
職
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
渡
辺
純
子 

二
〇
〇
七
、
表
５
に
よ
る
）。

　

さ
ら
に
一
九
三
七
年
一
〇
月
に
は
陸
軍
軍
需
動
員
計
画
が
発
動
さ
れ
、
前
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述
し
た
よ
う
な
各

種
の
戦
時
統
制
法

令
や
規
則
の
整
備

と
合
わ
せ
て
、
戦

時
統
制
経
済
へ
と

な
だ
れ
込
ん
で
い

く
。
一
九
三
八
年

に
は
労
働
、物
資
、

貿
易
、
企
業
、
金

融
、カ
ル
テ
ル
、価

格
な
ど
を
包
括
的

に
統
制
下
に
置

き
、
経
済
活
動
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
人
と
物
を

国
防
へ
集
中
さ
せ

よ
う
と
す
る
国
家

総
動
員
法
が
制
定

さ
れ
る
。
こ
の
法

律
は
細
目
の
す
べ

て
が
勅
令
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
一

部
の
治
安
条
項
も
含
め
経
済
統
制
の
ほ
ぼ
全
権
が
白
紙
で
政
府
に
与
え
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
三
九
年
九
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
第
二
次
欧
州
大
戦
が
勃
発
し
、
世

界
的
な
物
価
高
騰
の
波
に
日
本
も
飲
み
込
ま
れ
る
。
同
年
七
月
に
は
米
国
が

日
米
通
商
航
海
条
約
の
破
棄
を
通
告
し
て
お
り
、
日
本
は
価
格
統
制
の
体
制

を
整
備
し
、
物
価
を
九
月
一
八
日
水
準
に
固
定
す
る
。

　

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
か
ら
見
て
み
る
と
、
統
制
的
思
想
が
具
体
的
な
姿
を
現

し
た
の
は
、
満
洲
事
変
の
際
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
に
関
東
軍
総
務
部
第

三
課
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
た
満
蒙
開
発
方
策
案
の
な
か
に
内
地
、
植
民
地
、

満
蒙
を
一
体
と
し
て
企
画
経
済
の
も
と
に
統
制
実
行
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
方
向
は
満
鉄
経
済
調
査
会
に
よ
る
満
洲
経
済
統
制
策
要
旨
に

受
け
継
が
れ
る
。
日
本
政
府
も
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
一
九
三
四
年
三
月
に
は
日

満
統
制
経
済
方
策
要
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
。
満
洲
に
お
い
て
は
、
日
本
に

先
ん
じ
て
経
済
統
制
の
方
針
が
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

一
九
三
四
年
一
〇
月
に
は
陸
軍
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
国
防
の
本
義
と
其
強

化
の
提
唱
」
を
公
表
し
、
国
家
の
統
制
力
の
向
上
を
指
向
す
る
「
経
済
機
構

改
変
」
を
主
張
し
た
。
一
九
三
五
年
、
石
原
莞
爾
が
日
満
財
政
経
済
研
究
会

を
組
織
し
、
経
済
統
制
政
策
を
立
案
す
る
。
こ
の
時
期
の
経
済
統
制
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
参
照
し
て
い
た
の
は
、「
公
益
優
先
原
理
」
と
「
指
導
者
原
理
」

を
掲
げ
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
経
済
思
想
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。

　

一
九
三
九
年
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
昭
和
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
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表１　各業種の生産指数の推移

　種別

年
（暦年）

産業
活動
総合

公益事業
（電気・
ガス）

鉱工業
総合

鉱業 製造業
金属 機械 化学 窯業 ゴム

皮革
製材
木製品

印刷
製本

紡織 食料品

1937 129 119 130 118 131 131 148 144 120 104 113 115 114 117

1938 141 130 142 126 144 148 193 153 164  88 107  96  99 119

1939 147 138 148 131 149 161 195 165 177  86 128  94  95 127

1940 148 140 149 143 149 170 209 155 172  85 110  87  86 120

1941 150 154 150 145 150 193 216 154 169  92 132  75  68 105

1942 146 155 145 141 145 214 234 126  97  89 116  53  54  96
1943 160 156 160 147 161 243 315 108  91  84 103  55  37  81
1944 176 154 179 139 182 220 463  86  68  77  91  39  21  64
1945  63  88  60  73  59  55 147  29  30  25  54  26  12  37

（資料）   経済安定本部・経済審議庁調（大蔵省『財政金融統計月報』）。大蔵省財政史室編『昭和財政史 終戦か
ら講和まで 第19巻統計』東洋経済新報社、1988年、90‒91頁、所収。

（注）1934－36年＝100とする指数。



名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
３
号

た
笠
信
太
郎
が
『
日
本
経
済
の
再
編
成
』（
中
央
公
論
社
）
を
刊
行
す
る
。

「
経
済
新
体
制
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
核
を
形
作
る
こ
と
に
な
っ
た
同
書

は
、「
統
制
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
経
済
で
は
な
く
、
経
済
界
が
自
主
的
に

動
か
す
経
済
」、「
統
制
を
吾
々
が
自
ら
掴
む
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
」
経
済

を
掲
げ
、
営
利
心
を
離
れ
た
生
産
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
三

頁
）。

　

さ
て
再
び
歴
史
に
目
を
転
ず
る
と
、
一
九
四
〇
年
六
月
に
第
二
次
近
衛
内

閣
が
成
立
。
一
〇
月
に
は
各
政
党
が
解
散
し
、
新
体
制
運
動
を
押
し
進
め
て

い
く
国
民
組
織
と
し
て
構
想
さ
れ
た
大
政
翼
賛
会
が
創
立
さ
れ
る
。

　

こ
の
第
二
次
近
衛
内
閣
の
も
と
で
、
企
画
院
を
中
心
に
「
新
体
制
」
の
構

想
が
加
速
す
る
。
国
防
経
済
の
確
立
を
説
き
、
企
業
所
有
と
企
業
経
営
を
切

り
離
す
こ
と
な
ど
を
目
指
す
経
済
機
構
整
備
要
綱
や
、
国
家
権
力
を
頂
点
と

し
た
経
済
団
体
の
序
列
組
織
化
な
ど
を
構
想
す
る
経
済
新
体
制
確
立
要
綱
と

い
っ
た
経
済
界
の
活
動
を
国
家
が
掌
握
し
よ
う
と
す
る
立
案
が
繰
り
出
さ
れ

る
。
構
想
を
立
て
て
い
た
の
は
企
画
院
審
議
室
の
秋
永
月
三
陸
軍
大
佐
の
も

と
に
各
省
か
ら
集
ま
っ
た
革
新
官
僚
た
ち
だ
っ
た
。
当
然
、
こ
う
し
た
急
進

的
な
改
革
案
に
対
し
て
は
財
界
か
ら
強
い
反
発
が
巻
き
起
こ
る
。
最
終
的

に
、
経
済
新
体
制
確
立
要
綱
は
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
に
政
府
側
財
界
側
双

方
が
妥
協
を
重
ね
た
上
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

一
九
四
〇
年
九
月
、
日
本
は
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
三
国
同
盟
を
締
結

し
、
英
米
と
対
立
す
る
外
交
政
策
を
結
ぶ
。
こ
れ
に
よ
り
貿
易
構
造
も
大
き

く
転
換
し
、
経
済
統
制
策
も
再
編
さ
れ
て
い
く
。
英
米
と
の
貿
易
に
依
存
す

る
体
制
か
ら
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
自
給
自
足
体
制
へ
移
行
し
、
経
済
統
制
の

体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
。
価
格
や
賃
金
の
統
制
強
化
、
動
員
制
度
の
強

化
、
奢
侈
品
制
限
、
中
小
商
工
業
者
の
転
廃
業
の
強
制
、
企
業
統
合
、
日
用

品
の
切
符
制
な
ど
の
施
策
が
次
々
に
繰
り
出
さ
れ
る
。
一
九
四
一
年
三
月
に

は
国
家
総
動
員
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
る
。
経
済
統
制
の
強
化
も
数
多
く
含

ま
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
物
資
統
制
の
規
定
が
総
動
員
物
資
の
み
か
ら

一
般
物
資
に
拡
張
さ
れ
る
変
更
も
入
っ
て
い
た
。

　

一
九
四
一
年
六
月
の
独
ソ
開
戦
、
七
月
の
在
米
日
本
資
産
凍
結
に
よ
っ

て
、
経
済
は
完
全
な
戦
時
体
制
に
入
る
。
八
月
に
は
経
済
団
体
を
統
制
す
る

重
要
産
業
団
体
令
が
決
定
さ
れ
る
。
重
点
産
業
部
門
の
主
要
産
業
別
に
組
織

さ
れ
た
統
制
会
が
設
立
さ
れ
、
国
家
官
僚
側
と
経
済
団
体
側
の
綱
引
き
を
孕

み
な
が
ら
、
経
済
統
制
が
進
行
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
の
課
題
の
一
つ
が
、

小
商
工
業
者
を
整
理
し
て
労
働
力
を
調
整
し
、
か
つ
複
雑
な
流
通
網
を
簡
素

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
本
論
考

の
課
題
、
書
物
の
配
給
統
制
お
よ
び
小
売
書
店
の
「
企
業
整
）
3
（
備
」
に
直
結
す

る
。

　

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
一
九
四
二
年
秋
以
降
か
ら
は
航
空
機
、
造
船
、

鉄
鋼
、
軽
金
属
、
石
炭
と
い
う
重
点
産
業
に
あ
ら
ゆ
る
生
産
資
源
が
投
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
要
不
急
部
門
へ
の
資
源
流
入
が
規
制
さ
れ
た
。
計
画

的
動
員
と
い
う
側
面
は
退
き
、
徹
底
し
た
重
点
化
が
図
ら
れ
、
統
合
・
簡
素

化
さ
れ
た
行
政
組
織
の
も
と
で
行
政
対
応
も
簡
便
化
さ
れ
た
。
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３
．
植
民
地
に
お
け
る
経
済
統
制

　

統
制
経
済
、
計
画
経
済
は
日
本
の
内
地
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
高
度
国

防
国
家
を
目
指
し
、
そ
れ
に
向
け
て
国
の
総
力
を
傾
注
し
て
い
こ
う
と
す
る

体
制
は
、
必
然
的
に
植
民
地
帝
国
と
し
て
の
日
本
を
│
│
経
済
の
言
葉
で
言

え
ば
「
円
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
圏
内
を
│
│
、
総
体
と
し
て
巻
き
込
ん
で
い
く
も

の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
巻
き
込
み
方
は
、
直
接
的
な
植
民
地
統
治
を

行
っ
た
朝
鮮
・
台
湾
・（
一
九
四
三
年
ま
で
の
）
樺
太
と
、
委
任
統
治
だ
っ
た

関
東
州
や
南
洋
諸
島
と
、
さ
ら
に
は
傀
儡
国
家
を
樹
立
し
た
「
満
洲
国
」
と

で
は
、
そ
の
統
治
の
あ
り
方
や
、
有
し
て
い
る
資
源
や
産
業
に
よ
っ
て
差
異

が
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
「
満
洲
国
」
に
つ
い
て
一
瞥
し
よ
う
。「
満
洲
国
」
で
の
行
政
、

法
制
の
試
み
が
、
内
地
日
本
に
先
行
し
た
実
験
場
と
で
も
い
う
べ
き
性
格
を

持
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
山
本
有
造
（
二
〇
〇
三
）
は
、

「
満
洲
に
お
け
る
「
計
画
化
」
は
日
本
に
先
行
し
、
あ
る
意
味
で
は
そ
の
実

験
場
と
し
て
一
九
三
〇
年
代
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
潮
流
が
日
本
に
逆
流
し
て

日
本
の
戦
時
経
済
運
営
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
」（
六
六
頁
）
と
指

摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
必
ず
し
も
常
に
「
満
洲
国
」
が
先
行
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。

　

一
九
三
〇
年
代
の
満
洲
国
の
経
済
統
制
の
歴
史
は
、
大
き
く
二
期
に
分
か

れ
る
。
満
洲
事
変
開
始
直
後
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
、
そ
し
て
五
ヵ
年
計
画

を
立
案
し
重
工
業
の
育
成
に
注
力
し
た
一
九
三
六
年
以
降
で
あ
る
。

　

前
期
に
お
い
て
は
、
当
初
、
関
東
軍
参
謀
本
部
第
三
課
が
自
ら
経
済
関
係

の
行
政
を
処
理
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
満
鉄
調
査
部
を
基
礎
と
し
た
満
鉄
経

済
調
査
会
を
作
り
、
こ
れ
が
関
東
軍
と
連
携
と
取
り
な
が
ら
計
画
を
作
成
し

て
い
っ
た
。
日
本
の
既
存
産
業
と
の
利
害
調
整
を
行
う
「
日
満
分
業
的
適
地

適
業
主
義
」（
原
朗 

一
九
七
二
、
六
頁
）
を
特
色
と
す
る
。
満
洲
国
建
国
（
一

九
三
二
年
三
月
）
の
翌
年
三
月
に
満
洲
国
経
済
建
設
要
綱
が
公
表
さ
れ
る
。

重
要
産
業
に
つ
い
て
は
一
業
一
社
を
原
則
と
す
る
特
殊
会
社
を
中
心
に
運
営

を
行
う
と
い
う
強
い
経
済
統
制
が
指
向
さ
れ
て
い
た
。
生
産
か
ら
流
通
の
部

門
へ
と
目
を
転
じ
る
と
、「
旧
来
の
機
構
を
極
力
利
用
し
つ
つ
必
要
に
応
じ

て
個
別
的
、
選
択
的
に
「
統
制
政
策
」
を
適
用
す
る
と
い
う
方
式
が
基
本
路

線
」
で
あ
り
、「
こ
れ
ら
の
部
門
に
お
い
て
は
、「
市
場
機
構
に
国
家
が
介
入

す
る
」
と
い
う
意
味
で
の
統
制
的
要
素
の
方
が
よ
り
強
く
支
配
」（
山
本 

二

〇
〇
三
、
五
五
頁
）
し
て
い
た
。

　

対
ソ
連
軍
備
の
拡
充
を
計
る
必
要
を
感
じ
た
日
本
陸
軍
は
、
満
洲
に
軍
需

工
業
を
育
成
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。
一
九
三
七
年
か
ら
五
ヵ
年
計
画
が
実

行
さ
れ
、
日
本
か
ら
日
産
を
移
駐
さ
せ
満
洲
重
工
業
の
設
立
も
行
う
。
日
中

戦
争
の
勃
発
後
、
日
本
に
先
駆
け
て
総
動
員
体
制
が
整
備
さ
れ
、
五
ヵ
年
計

画
も
大
幅
な
増
額
改
定
が
行
わ
れ
る
。
日
中
戦
争
開
始
後
の
軍
需
の
急
拡
大

に
応
ず
る
た
め
、「
設
備
の
拡
充
を
は
か
る
生
産
力
拡
充
計
画
よ
り
も
、
既

存
の
生
産
資
材
を
用
い
て
最
大
限
に
生
産
量
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
物
資
動

員
計
画
」
へ
と
移
行
し
、
日
本
は
物
資
動
員
計
画
を
た
び
た
び
改
定
し
な
が

ら
経
済
統
制
を
強
め
て
い
く
。
一
九
三
八
年
六
月
の
大
改
訂
の
影
響
で
、
満
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洲
は
日
本
に
対
す
る
物
資
供
給
量
を
増
強
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
満
洲
で
も
物
資
動
員
計
画
が
作
成
実
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
日
本
に
遅
れ
る
こ
と
一
年
の
一
九
三
九
年
一
月
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、『
満
洲
経
済
年
報　

昭
和
十
四
年
』
は
、
一
九
三
八
、
九
年

ご
ろ
の
統
制
を
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
　

昨
年
〔
一
九
三
八
年
〕
よ
り
今
年
に
か
け
て
は
愈
々
長
期
建
設
の
時

代
に
入
つ
た
が
、
経
済
統
制
も
日
本
に
於
け
る
と
同
じ
く
満
洲
に
於
い

て
も
「
全
体
主
義
的
」〔
…
〕
と
な
り
、
経
済
統
制
の
強
化
が
著
し
く

目
立
つ
て
来
た
。
戦
局
の
進
展
中
は
応
急
措
置
と
し
て
の
経
済
統
制
は

戦
争
遂
行
の
た
め
に
一
切
を
集
中
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う

が
、
長
期
建
設
に
入
つ
た
現
在
と
し
て
は
経
済
統
制
の
主
目
的
も
、
そ

れ
に
照
応
し
て
長
期
建
設
遂
行
に
必
要
な
る
条
件
の
下
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
。
即
ち
物
資
の
使
用
禁
制
、
配
給
の
統
制
、
資
金
の
統

制
、
貿
易
統
制
、
価
格
統
制
、
労
働
統
制
等
、
経
済
全
般
に
亘
る
統
制

が
行
は
れ
）
4
（

た
。

　
　

満
洲
に
於
い
て
は
昨
秋
、
小
麦
粉
の
配
給
統
制
が
行
は
れ
て
以
来
、
衣

食
住
の
全
般
に
亘
つ
て
殆
ん
ど
統
制
が
敢
行
さ
れ
、
統
制
殊
に
配
給
統

制
は
経
済
界
の
寵
児
と
な
つ
た
。〔
…
〕
そ
の
統
制
を
機
関
別
に
見
る

時
は
、
大
体
そ
の
物
資
の
特
質
、
監
督
取
締
の
便
宜
に
従
つ
て
、
組
合

型
、
会
社
型
、
専
売
型
に
分
類
す
る
こ
と
を
得
る
。
組
合
型
に
て
は
業

者
の
自
治
的
統
制
を
幾
分
認
め
て
ゐ
る
の
に
反
し
、
専
売
型
は
殆
ん
ど

国
家
の
意
思
を
の
み
反
映
し
て
ゐ
る
。（
同
、
二
三
五
頁
）

　

物
資
動
員
計
画
は
、
輸
出
入
・
為
替
資
金
・
消
費
・
配
給
・
物
価
を
統
制

し
、
軍
需
民
需
の
需
要
供
給
量
を
調
整
す
る
も
の
で
、
国
家
総
動
員
計
画
の

中
枢
を
占
め
る
。
こ
の
計
画
を
実
行
に
移
す
機
関
と
し
て
、
重
要
物
資
に
つ

い
て
は
日
満
商
事
（
一
九
三
六
年
）、
満
洲
生
活
必
需
品
株
式
会
社
（
一
九
三

九
年
）、
満
洲
農
産
公
社
（
一
九
四
一
年
）
な
ど
の
特
殊
会
社
が
一
元
的
統
制

機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　

一
九
四
〇
年
か
ら
は
総
合
的
な
重
工
業
育
成
を
断
念
し
、
重
点
主
義
へ
と

移
行
す
る
。
日
本
経
済
へ
の
隷
属
が
深
化
し
、
重
点
化
も
石
炭
・
鉄
鋼
の
増

産
と
農
産
物
の
確
保
の
二
点
の
み
に
絞
ら
れ
て
い
く
。
一
九
四
二
年
一
二
月

に
策
定
さ
れ
た
満
洲
国
基
本
国
策
大
綱
で
は
、「
国
力
を
大
東
亜
戦
争
完
遂

に
結
集
し
進
ん
で
大
東
亜
共
栄
圏
必
成
に
寄
与
せ
ん
こ
と
」
が
謳
わ
れ
て
い

た
（
原 

一
九
七
二
、
六
頁
）。

　

朝
鮮
半
島
お
よ
び
台
湾
、
樺
太
に
お
け
る
統
制
経
済
の
展
開
に
つ
い
て

は
、
ま
た
稿
を
改
め
る
。

４
．
配
給
統
制
と
出
版
新
体
制
下
の
書
物
流
通

　
「
商
業
の
消
滅
」
│
│
戦
時
体
制
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
中
で
商
業
構

造
が
変
質
し
て
い
っ
た
よ
う
す
を
、
岡
田
千
尋
（
一
九
八
四
）
は
、
端
的
に
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統
制
経
済
と
書
物
流
通
（
日
比
）

こ
う
表
現
し
た
。
総
動
員
体
制
の
中
で
経
済
も
物
・
金
・
人
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
、
軍
需
品
の
需
給
を
賄
う
べ
く
関
連
産
業
に
集
中
し
て
い
く
。

そ
こ
で
中
小
の
商
業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
。
こ
こ
で
は
同
時
代
の
資

料
と
岡
田
ら
の
研
究
に
従
い
な
が
ら
、
自
由
経
済
の
商
品
流
通
が
国
家
統
制

下
の
一
元
的
な
「
配
給
」
へ
と
変
質
し
て
い
く
過
程
を
整
理
す
る
。
書
物
も

ま
た
、
こ
の
流
れ
の
中
で
配
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

国
内
の
物
資
統
制
の
根
幹
と
な
っ
た
の
は
、
前
出
の
輸
出
入
品
等
臨
時
措

置
法
（
一
九
三
七
年
九
月
）
の
制
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
中
戦
争
下
に
お

け
る
貿
易
の
調
整
、
輸
出
入
品
の
規
制
を
行
う
も
の
だ
っ
た
が
、
必
要
に
応

じ
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
産
業
の
生
産
、
流
通
、
消
費
が
統
制
さ
れ
う
る
も

の
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
八
年
の
国
家
総
動
員
法
、
お
よ
び
そ
の
一
九
四

一
年
改
定
に
よ
り
さ
ら
に
全
面
的
な
需
給
統
制
が
遂
行
さ
れ
て
い
く
。

　

具
体
的
な
物
資
の
需
給
調
整
を
行
っ
た
の
は
、
物
資
動
員
計
画
（
物
動
計

画
）
で
あ
る
。
近
衛
内
閣
直
属
組
織
と
し
て
作
ら
れ
た
企
画
院
が
一
九
三
七

年
か
ら
計
画
を
立
案
し
、
年
度
毎
に
計
画
・
実
施
さ
れ
た
。「
鉄
鋼
工
作
物

築
造
許
可
規
則
」（
一
九
三
七
年
）
ほ
か
連
続
し
た
一
連
の
規
定
に
よ
っ
て
民

需
関
連
に
お
け
る
鉄
鋼
利
用
の
全
面
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、「
輸

出
綿
製
品
配
給
統
制
規
則
」（
一
九
三
八
年
）
ほ
か
を
根
拠
に
す
る
指
示
の
た

め
綿
製
品
の
受
給
も
統
制
下
に
お
か
れ
た
り
し
た
。
こ
の
ほ
か
羊
毛
、
皮

革
、
非
鉄
金
属
、
ゴ
ム
、
輸
入
木
材
、
石
油
、
パ
ル
プ
な
ど
、
多
く
の
商
品

の
輸
入
が
制
限
さ
れ
、
か
つ
民
需
向
け
供
給
も
限
定
さ
れ
た
。

　

引
用
し
た
の
は
一
九
三
八
年
の
製
紙
用
パ
ル
プ
の
場
合
で
あ
る
。

　
　
　

改
訂
物
動
計
画
の
目
標
は
、
右
の
う
ち
新
聞
用
紙
の
輸
入
を
全
部
削

除
し
か
つ
パ
ル
プ
の
輸
入
高
を
四
万
二
千
ト
ン
に
減
ら
し
て
し
ま
は
う

と
い
ふ
に
あ
る
。

　
　
　

即
ち
こ
れ
に
よ
つ
て
本
年
の
製
紙
用
パ
ル
プ
供
給
高
を
、
国
内
製
造

高
の
八
十
一
万
二
千
ト
ン
、
輸
入
の
四
万
二
千
ト
ン
、
在
庫
量
か
ら
の

使
用
量
三
千
ト
ン
、
こ
の
合
計
八
十
五
万
七
千
ト
ン
に
制
下
す
る
も
の

で
あ
り
そ
の
結
果
本
年
の
消
費
数
量
を
昨
年
の
そ
れ
に
比
較
し
て
約
二

割
節
約
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
パ
ル
プ
の
供
給
減
に
対
し
て
当

然
採
ら
れ
た
方
法
は
、
印
刷
用
紙
五
割
、
雑
紙
四
割
弱
の
生
産
制
限
で

あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
九
月
か
ら
実
行
に
入
る
新
聞
用
紙
に
関
す
る
一
割

二
分
の
消
費
規
正
で
あ
る
。
製
紙
用
パ
ル
プ
の
在
庫
量
は
約
十
二
万
ト

ン
と
い
わ
れ
本
年
上
期
に
は
、
こ
の
ス
ト
ツ
ク
の
う
ち
相
当
数
量
を
食

い
潰
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
輸
入
が
抑
制
さ
れ
な
が
ら
も
大
幅
の
消
費

規
正
を
断
行
せ
ず
に
済
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
紙
と
製
紙
用
パ
ル
プ

の
輸
入
禁
止
は
今
後
に
お
〔
い
〕
て
も
緩
和
す
る
見
込
み
は
立
た
な
い

〔
。〕
ス
ト
ツ
ク
の
食
ひ
潰
し
を
拱
手
傍
観
し
て
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
た
ゆ

ゑ
ん
で
あ
）
5
（

る
。

　

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
経
済
新
体
制
確
立
要
綱
に
基
づ
い
た
商
工

省
の
配
給
機
構
整
備
要
綱
（
一
九
四
一
年
一
月
）
の
制
定
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
計
画
経
済
ノ
適
正
円
滑
ナ
ル
実
施
ニ
即
応
セ
ル
配
給
機
構
ヲ
確
立
ス
ル
コ

ト
ヲ
目
途
」
と
す
る
も
の
で
、「
公
益
優
先
、
職
域
奉
公
ヲ
根
本
理
念
ト
ス
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ル
新
商
人
道
ヲ
実
践
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
を
掲
げ
て
い
た
。
第
四
条
に
お
い
て

「
配
給
機
構
整
備
上
必
要
ア
ル
ト
キ
又
ハ
物
動
計
画
ノ
改
訂
等
ニ
因
ル
取
扱

商
品
ノ
減
少
ニ
対
応
ス
ル
為
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
商
業
者
ノ
企
業
合
同
又
ハ
共

同
経
営
ニ
指
導
勧
奨
ス
ル
コ
ト
（
次
官
通
牒
「
中
小
商
工
業
者
ノ
企
業
合
同

ノ
指
導
勧
奨
ニ
関
ス
ル
件
」
参
照
）」
と
あ
り
、
計
画
上
必
要
な
と
き
に
は

企
業
の
合
同
お
よ
び
共
同
経
営
が
「
指
導
勧
奨
」
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
第
五
条
で
は
配
給
機
構
の
あ
り
方
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。

　
　
（
一
）
左
ノ
要
領
ニ
依
リ
配
給
段
階
ヲ
整
備
ス
ル
コ
ト

　
　
（
１
）
卸
売
機
構

　
　
（
イ
）
少
数
ノ
大
規
模
生
産
者
ニ
対
シ
少
数
ノ
大
口
需
用
者
ア
ル
場
合

ニ
於
テ
ハ
中
間
配
給
機
関
ヲ
一
段
階
ニ
整
理
シ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
生
産

者
団
体
ト
需
用
者
団
体
ト
ノ
直
接
取
引
ヲ
認
ム
ル
コ
ト

　
　
（
ロ
）
少
数
ノ
大
規
模
生
産
者
ニ
対
シ
多
数
ノ
小
口
需
用
者
ア
ル
場
合

ニ
於
テ
ハ
元
売
及
卸
ノ
段
階
ヲ
認
メ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
元
売
及
卸
ヲ
統

合
シ
テ
一
段
階
ニ
整
理
ス
ル
コ
ト

　
　
（
ハ
）
多
数
ノ
少
規
模
生
産
者
ニ
対
シ
多
数
ノ
小
口
需
用
者
ア
ル
場
合

ニ
於
テ
ハ
産
地
問
屋
及
消
費
地
卸
ノ
段
階
ヲ
認
メ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
集

散
地
問
屋
ヲ
認
ム
ル
コ
ト

　
　
（
ニ
）
多
数
ノ
小
規
模
生
産
者
ニ
対
シ
少
数
ノ
大
口
需
用
者
ア
ル
場
合

ニ
於
テ
ハ
産
地
問
屋
ノ
一
段
階
ニ
整
理
シ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
生
産
者
団

体
ト
需
用
者
又
ハ
其
ノ
団
体
ト
ノ
直
接
取
引
ヲ
認
ム
ル
コ
）
6
（

ト

　

書
物
の
配
給
会
社
は
こ
の
要
綱
に
あ
る（
ロ
）の
形
態
を
取
っ
て
い
る
。

一
つ
の
卸
会
社
が
す
べ
て
を
司
る
「
一
段
階
」
の
一
元
配
給
で
あ
る
。
実
態

と
し
て
は
、
書
籍
は
「
多
数
ノ
少
規
模
生
産
者
」
す
な
わ
ち
出
版
社
に
対

し
、
多
数
ノ
小
口
需
用
者
」
す
な
わ
ち
小
売
書
店
が
あ
る（
ハ
）に
当
た
る

業
界
だ
が
、
大
部
数
雑
誌
の
出
版
流
通
に
関
し
て
考
え
れ
ば
、（
ロ
）と
見

ら
れ
な
く
は
な
い
。
実
際
に
は
、
日
配
成
立
過
程
で
送
付
さ
れ
た
と
い
う
陳

情
書
を
見
て
み
る
と
、「
集
散
地
問
屋
」
の
発
想
に
近
い
地
域
卸
を
残
存
さ

せ
る
案
も
出
さ
れ
て
お
）
7
（

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
得
た
は
ず
で
あ
る
。

版
元
か
ら
小
売
へ
一
段
階
卸
で
直
送
さ
れ
る
日
配
の
形
態
は
、
末
端
ま
で
よ

り
統
制
の
効
き
や
す
い
形
態
が
指
向
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。（
図
１
）

　

こ
れ
を
傍
証
す
る
の
は
、
鮮
配
設
立
の
動
機
に
総
督
府
側
が
明
確
に
「
配

給
会
社
を
作
る
最
大
の
趣
旨
は
検
閲
の
徹
底
、
定
価
販
売
の
実
行
の
二
）
8
（
つ
」

と
、
検
閲
の
強
化
を
目
論
ん
で
い
た
事
実
が
あ
る
。
ま
た
満
配
の
「
統
制
の

趣
旨
」
に
も
、「
社
会
教
化
」「
弘
報
宣
伝
」
と
並
ん
で
「
防
諜
の
徹
底
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
）
9
（
た
。
異
民
族
を
支
配
し
、
そ
の
抵
抗
に
目
を
光
ら
せ
る
、
あ

る
い
は
敵
対
国
の
ス
パ
イ
活
動
を
警
戒
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
植
民
地
お
よ

び
「
満
洲
国
」
に
お
い
て
は
、
検
閲
に
よ
る
思
想
統
制
の
喫
緊
性
が
内
地
と

は
数
段
違
っ
た
。
簡
素
で
明
快
な
流
通
網
は
、
そ
れ
だ
け
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も

し
や
す
い
。
そ
し
て
書
物
の
配
給
機
構
は
、
満
洲
と
朝
鮮
半
島
で
産
声
を
挙

げ
、
本
国
へ
と
〈
転
移
〉
し
た
と
い
う
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

満
配
の
具
体
的
な
配
給
機
構
が
、
日
配
の
そ
れ
と
い
か
な
る
異
同
を
持
つ

の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
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統
制
経
済
と
書
物
流
通
（
日
比
）

５
．
企
業
は
統
制
を
欲
し
た 

　
─
─
国
家
統
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
財
界
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　

経
済
新
体
制
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
反
資
本
主
義
的
な
「
革
新
」
性
を
も
つ

も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
国
家
社
会
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
日
本

財
界
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
妥
協
的
産
物
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
の
は
、
経
済
史

研
究
者
の
安
藤
良
雄
だ
っ
た
（
安
藤 

一
九
六
二
、
二
五
三
頁

－

）。
経
済
新
体

制
を
支
え
た
主
要
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、「
公
益
優
先
原
理
」
と
「
指

導
者
原
理
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
経
済
思

想
に
起
源
を
も
つ
。

　

ナ
チ
ス
の
経
済
思
想
に
影
響
を
受
け
た
経
済
統
制
論
や
計
画
経
済
論
に
つ

い
て
は
、
石
原
莞
爾
の
日
満
財
政
経
済
研
究
会
（
一
九
三
六
年
）
の
試
み
が

早
い
。
代
表
は
宮
崎
正
義
。
同
会
編
『
ナ
チ
ス
経
済
法
』（
日
本
評
論
社
、
一

九
三
七
年
）
は
国
防
経
済
体
制
論
や
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
（
自
給
自
足
）
体
制

を
目
指
す
計
画
経
済
、
官
民
協
力
の
機
構
な
ど
に
つ
い
て
重
要
な
理
論
的
柱

を
提
出
し
て
い
る
。
ナ
チ
ス
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
は
、『
新
独
逸
国
家
大

系
』
の
翻
訳
が
一
九
三
九
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
。
安
藤
の
指
摘
を
受
け
な
が
ら
、
柳
澤
治
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
の
経
済
思
想
と
日
本
の
戦
時
経
済
思
想
と
の
詳
細
な
比
較
を
行
っ
た
（
柳

澤 

二
〇
〇
八
）。
柳
澤
は
ナ
チ
ス
の
経
済
思
想
の
他
面
性
を
指
摘
し
な
が

ら
、
革
新
官
僚
、
財
界
の
両
者
に
お
け
る
そ
の
理
解
の
あ
り
方
を
問
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
官
僚
と
財
界
の
対
立
だ
け
で
は
な
く
、
妥
協
や
併
存
、
結
合
を

あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

公
益
優
先
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
一
九
三
八
年
に
出
さ
れ
た
『
小
売
業

統
制
論
』
の
著
者
内
池
廉
吉
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

統
制
論
者
中
に
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
を
国
家
の
機
関
と
見
做
し
小
売
業
に
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図１　出版新体制下の書籍雑誌販売および用紙統制の模式図

出典：荘司・清水（1980）、114頁。
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対
し
て
も
、
極
度
の
国
家
的
干
渉
を
施
す
の
態
度
を
採
る
も
の
あ
る
と

共
に
、
現
時
に
於
け
る
窮
迫
小
売
商
を
救
済
す
る
の
社
会
改
策
的
立
場

を
採
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
余
は
小
売
業
の
統
制
改
善
に
よ
り

社
会
の
物
的
人
的
資
源
の
利
用
を
最
大
な
ら
し
む
る
を
目
標
と
す
る
も

の
で
、
一
方
極
端
な
る
干
渉
は
此
の
目
的
遂
行
を
阻
害
し
、
他
方
現
代

業
者
の
社
会
改
策
的
救
済
は
小
売
市
場
能
率
に
有
益
な
る
結
果
を
招
来

す
る
も
の
で
な
い
と
考
へ
る
。
凡
て
の
政
策
は
セ
ク
シ
ヨ
ナ
ル
な
る
利

益
を
離
れ
て
汎
き
社
会
の
全
体
的
の
利
益
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
）
10
（

ぬ

　

公
益
原
理
は
、
私
的
利
益
追
求
の
単
純
な
否
定
で
は
な
く
、
私
的
利
益
を

追
求
す
る
自
由
や
創
造
性
、
責
任
を
認
め
、
そ
れ
ら
を
含
み
込
み
つ
つ
公
益

へ
と
統
合
す
る
論
理
だ
っ
た
。
国
家
的
な
統
制
経
済
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、

そ
の
ま
ま
民
間
へ
の
押
し
つ
け
と
し
て
通
用
し
た
と
い
う
理
解
は
一
面
的
に

す
ぎ
る
。
安
藤
や
柳
澤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
民
間
側
は
施
策
を
実
行
に
移

す
際
に
国
家
の
論
理
を
ゆ
る
め
た
り
、
自
分
た
ち
に
都
合
の
良
い
よ
う
に
改

変
し
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

書
物
流
通
の
業
界
の
対
応
の
様
子
を
見
て
い
く
と
、
こ
の
こ
と
は
よ
く
わ

か
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
業
界
の
行
き
詰
ま
り
を
打
破
す
る
た
め
に
組
織

的
な
「
統
制
」
を
求
め
る
声
が
、
経
済
新
体
制
以
前
か
ら
、
業
界
の
中
に
は

あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
三
月
、
東
京
出
版
協
会
が
「
業
界
の
機
構
改
革
問

題
」
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
い
）
11
（

る
。
ま
た
同
じ
こ
ろ
、
全
国
書
籍
商
組
合

地
方
協
会
が
、
全
国
書
籍
商
組
合
聯
合
会
、
日
本
雑
誌
協
会
、
東
京
出
版
協

会
、
大
阪
図
書
出
版
業
組
合
、
中
等
教
科
書
協
会
に
対
し
て
「
業
界
革
新
に

関
す
る
建
議
案
」
を
提
示
し
、
そ
こ
で
経
営
費
高
騰
や
業
者
間
競
争
に
よ
る

共
倒
れ
を
防
ぐ
た
め
に
「
出
版
の
統
制
」
を
求
め
て
い
る
（
橋
本 

一
九
六

四
、
五
三
四

－

五
三
七
頁
）。
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
革
新
」
と
い
う
語
は
、

特
別
な
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
は
資
本
主
義
体
制
を
国
家
指
導
と
計
画
立
案
に

よ
っ
て
超
克
し
よ
う
と
す
る
、
全
体
主
義
的
な
変
革
運
動
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
る
。
そ
れ
を
、
地
方
協
会
が
用
い
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

こ
の
建
議
案
は
小
売
側
か
ら
の
「
書
籍
雑
誌
原
価
低
下
運
動
」（
五
三
五

頁
）
だ
っ
た
が
、
卸
、
出
版
と
も
に
余
力
が
な
い
の
は
明
ら
か
で
、「
我
が

業
界
は
出
版
、
取
次
、
小
売
の
三
者
と
も
〔
…
〕
実
に
未
曾
有
の
行
詰
り
」

（
五
三
五
頁
）
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
打
破
す
る
た
め
、
出

版
の
統
制
（
類
書
の
減
少
、
印
税
の
査
定
な
ど
）
を
立
案
し
、「
時
代
に
伴

ふ
出
版
業
者
の
指
導
精
神
を
確
立
」（
五
三
五
頁
）
せ
よ
、
書
籍
雑
誌
の
定

価
を
引
き
上
げ
、
小
売
、
出
版
、
取
次
の
分
配
比
率
の
再
配
分
を
せ
よ
、

（
小
売
）
組
合
の
新
規
加
入
、
資
格
譲
渡
の
制
限
を
せ
よ
な
ど
と
い
う
提
言

が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国
家
統
制

で
は
な
く
関
連
諸
祖
樹
の
連
携
に
よ
る
自
主
統
制
で
あ
る
が
、「
革
新
」「
指

導
精
神
」
と
い
う
言
葉
づ
か
い
に
も
特
徴
的
な
よ
う
に
、
国
家
に
よ
る
統
制

と
非
常
に
親
和
的
な
発
想
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
業

界
の
歴
史
を
考
え
れ
ば
〈
受
難
史
〉
史
観
は
成
立
し
な
い
。
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統
制
経
済
と
書
物
流
通
（
日
比
）

６
．
ま
と
め

　

書
物
配
給
会
社
の
設
立
は
、
巨
大
な
「
独
占
企
業
」
の
創
出
だ
っ
た
。
国

家
に
よ
る
既
存
体
制
の
暴
力
的
な
解
体
と
、
新
体
制
へ
向
か
う
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
受
け
て
、
こ
の
「
企
業
」
は
国
策
に
基
づ
い
た
書
物
流
通
の
支
配
装

置
そ
の
も
の
と
な
っ
た
。
補
足
す
れ
ば
、
書
籍
配
給
の
問
題
は
国
境
を
越
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
で
あ
る
。「
配
給
会
社
」
と
い
う
仕
組
み
は
「
満

洲
国
」、
植
民
地
朝
鮮
、
日
本
内
地
を
〈
転
移
〉
し
て
い
っ
た
歴
史
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
書
物
取
次
の
合
理
化
の
取
り
組
み
は
、
国
策
に
よ

る
配
給
会
社
が
設
立
さ
れ
る
以
前
に
、「
共
販
」
と
い
う
民
間
か
ら
出
た
書

物
の
取
次
機
構
改
革
の
試
み
と
し
て
、
大
阪
、
九
州
、
満
洲
、
朝
鮮
、
台
湾
と

〈
転
移
〉
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
日
比 

二
〇
一
七
）。
書
物
は
そ
も
そ
も
海
を

越
え
、
国
境
を
越
え
て
運
ば
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
書
籍
配
給
の
仕
組

み
そ
の
も
の
も
、
国
境
を
越
え
て
増
殖
し
な
が
ら
、
互
い
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
論
考
で
は
、
統
制
経
済
総
体
に
お
け
る
書
物
流
通
の
位
置
付
け
を
考

え
る
た
め
に
、
統
制
に
向
か
う
経
済
を
日
本
お
よ
び
「
満
洲
国
」
に
つ
い
て

振
り
返
り
、
日
配
や
満
配
が
成
立
し
て
い
っ
た
国
策
の
枠
組
み
を
整
理
し

た
。
ま
た
、
国
家
の
統
制
と
民
業
で
あ
る
取
次
業
や
小
売
業
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
国
家
統
制
の
動
き
と
平
行
す
る
よ
う
に
、
自
ら
業
界
有
力
組
織
に
よ

る
統
制
を
求
め
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

最
後
は
柴
野
の
提
起
し
た
、「
日
配
」
と
い
う
戦
後
の
取
次
業
界
へ
影
響

を
与
え
た
流
通
シ
ス
テ
ム
の
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
的
な
支
配

に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
に
も
と

づ
く
支
配
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

た
し
か
に
戦
後
に
ま
で
続
く
取
次
構
造
の
骨
格
は
こ
の
と
き
に
造
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。
だ
が
日
配
は
総
動
員
体
制
の
な
か
の
、
営
利
を
主
た
る
目
的
と

し
な
い
、
物
資
配
給
の
た
め
の
組
織
だ
っ
た
。
柴
野
は
「
日
配
で
は
卸
売
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
刷
新
し
、
十
分
な
利
益
を
確
保
で
き
る
構
造
を
作
り
あ

げ
て
い
る
」（
八
七
頁
）
と
い
っ
た
が
、
既
存
の
取
次
会
社
は
す
べ
て
日
配

設
立
時
に
潰
さ
れ
、
販
売
先
の
小
売
店
も
敗
戦
に
至
る
過
程
で
膨
大
な
数
が

「
企
業
整
備
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
強
制
的
廃
業
や
休
眠
措
置
に
よ
っ
て
消
滅

さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
も
一
九
四
四
年
か
ら
は
日
配
も
小
売
組
合
も
、

よ
り
国
家
的
指
導
が
強
化
さ
れ
る
統
制
会
社
、
統
制
組
合
へ
と
組
織
換
え
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

日
配
は
、
た
し
か
に
そ
れ
以
前
の
複
雑
な
書
籍
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
、
簡

素
で
効
率
の
良
い
そ
れ
へ
と
劇
的
に
変
身
さ
せ
た
。
だ
が
そ
れ
は
戦
時
国
家

に
よ
る
政
治
的
指
導
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、「
会
社
」
で
は

あ
っ
た
が
営
利
自
体
を
目
的
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て

「
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
す
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
日
配
は
巨
大

な
独
占
企
業
で
あ
り
同
時
に
配
給
の
た
め
の
公
益
組
織
で
あ
っ
た
。

　

国
家
に
よ
る
統
制
が
な
け
れ
ば
、
独
占
会
社
は
強
力
な
地
位
を
利
用
し

て
、
思
う
が
ま
ま
に
利
益
を
上
げ
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
戦
後

日
配
は
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
の
指
定
を
受
け
、
さ
ら
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
配
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の
体
制
を
温
存
し
た
単
な
る
分
割
案
を
認
め
ず
、
最
終
的
に
閉
鎖
措
置
命
令

を
出
し
た
の
だ
っ
た
。
敗
戦
後
四
年
が
経
過
し
た
一
九
四
九
年
二
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

（
付
記
）
本
研
究
の
遂
行
に
あ
た
り
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
C
、
課
題
番
号

15 K
002244

）、
お
よ
び
同
（
基
盤
研
究
C
、
課
題
番
号19 K

00343

）
を
受
け
た
。

注
（
１
） 

吉
田
（
二
〇
一
〇
）
は
出
版
統
制
に
つ
い
て
一
章
設
け
る
も
の
の
、
本
論
が
焦
点
化

し
て
い
る
書
物
流
通
（
取
次
業
、
小
売
業
）
に
つ
い
て
は
、
言
及
は
な
お
手
薄
い
。

（
２
） 

以
下
、
経
済
新
体
制
に
つ
い
て
は
、
中
村
・
原
（
一
九
七
三
）、
原
（
二
〇
一
三
）、

山
崎
（
二
〇
一
五
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
３
） 

小
売
店
な
ど
の
転
廃
業
施
策
。
企
業
整
備
の
問
題
は
本
論
の
範
囲
外
と
し
、
次
の
課

題
と
し
た
い
。

（
４
） 

満
鉄
調
査
部
編
『
満
洲
経
済
年
報 

昭
和
十
四
年
』
改
造
社
、
一
九
三
九
年
一
二

月
、
二
四
一
頁
。

（
５
） 「
物
資
総
動
員
の
驀
進
18
〜
19
」『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
八
月
。

（
６
） 

松
井
辰
之
助
『
新
配
給
体
制
』（
冨
山
房
、
一
九
四
一
年
五
月
）
に
収
載
さ
れ
て
い

る
。

（
７
） 

田
代
金
宣
『
出
版
新
体
制
の
話
』
日
本
電
報
通
信
社
出
版
部
、
一
九
四
二
年
二
月
、

二
一
四
頁
。

（
８
） 「
古
川
課
長
と
元
取
次
会
見
」（『
出
版
通
信
』
一
九
三
九
年
五
月
二
五
日
）
に
お
け

る
朝
鮮
総
督
府
古
川
図
書
課
長
の
発
言
。

（
９
） 

満
洲
事
情
案
内
所
編
輯
・
発
行
『
新
統
制
讀
本
』
一
九
四
一
年
七
月
、
一
一
六
頁
。

（
10
） 

内
池
廉
吉
『
小
売
業
統
制
論
』
同
文
館
、
一
九
三
八
年
一
一
月
、
三
二

－

三
三
頁
。

日
本
学
術
振
興
会
の
援
助
を
受
け
て
設
け
ら
れ
た
小
売
商
問
題
研
究
委
員
会
の
報

告
。

（
11
） 『
全
国
書
籍
業
聯
合
会
史
』
全
国
書
籍
業
聯
合
会
編
集
・
発
行
、
一
九
四
一
年
一
二

月
、
二
一
六
、
二
一
八
、
二
二
五
頁
。

参
考
文
献

安
藤
良
雄
（
一
九
六
三
）『
現
代
日
本
経
済
史
入
門
』
日
本
評
論
社

岡
田
千
尋
（
一
九
八
四
）「
戦
時
統
制
下
の
中
小
商
業
」『
彦
根
論
叢
』
二
二
八
・
二
二
九

河
原
功
（
一
九
九
七
）「
三
省
堂
と
台
湾
│
│
戦
前
期
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
書
籍
の
流

通
」『
台
湾
新
文
学
運
動
の
展
開
│
│
日
本
文
学
と
の
接
点
』
研
文
出
版

小
林
英
夫
（
二
〇
一
一
）「「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
日
本
企
業
」『
岩
波
講
座
東
ア
ジ
ア
近

現
代
通
史 

第
六
巻 

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
一
九
三
五

－

一
九

四
五
年
』
岩
波
書
店

五
味
渕
典
嗣
（
二
〇
一
二
）「
紙
の
支
配
と
紙
に
よ
る
支
配
│
│
《
出
版
新
体
制
》
と
権

力
の
表
象
」『Intelligence

』
一
二
号

蔡
星
慧
（
二
〇
一
二
）『
出
版
産
業
の
変
遷
と
書
籍
出
版
流
通
│
│
日
本
の
書
籍
出
版
産

業
の
構
造
的
特
質
』
メ
デ
ィ
ア
パ
ル

柴
野
京
子
（
二
〇
〇
九
）『
書
棚
と
平
台
│
│
出
版
流
通
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
』
弘
文
堂

柴
野
京
子 

（
二
〇
一
三
） 「《
研
究
ノ
ー
ト
》
戦
時
期
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
書
物
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
諸
相
│
│
満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
設
立
に
関
す
る
考
察
」『
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
上
智
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
、
四
三
号

清
水
文
吉
（
一
九
九
一
）『
本
は
流
れ
る
│
│
出
版
流
通
機
構
の
成
立
史
』
日
本
エ
デ
ィ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部

荘
司
徳
太
郎
・
清
水
文
吉
編
（
一
九
八
〇
）『
資
料
年
表 

日
配
時
代
史
│
│
現
代
出
版
流

通
の
原
点
』
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社

中
村
隆
英
・
原
朗
（
一
九
七
三
）「「
経
済
新
体
制
」」
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学

一
九
七
二 
「
近
衛
新
体
制
」
の
研
究
』
岩
波
書
店
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統
制
経
済
と
書
物
流
通
（
日
比
）

橋
本
求
（
一
九
六
四
）『
日
本
出
版
販
売
史
』
講
談
社

林
鐘
雄
（
二
〇
〇
二
）「
台
湾
経
済
発
展
の
歴
史
的
考
察
│
│
一
八
九
五

－

一
九
九
五
」

増
訂
版
、
交
流
協
会

原
朗
（
一
九
七
二
）「
一
九
三
〇
年
代
の
満
州
経
済
統
制
政
策
」
満
州
史
研
究
会
編
『
日

本
帝
国
主
義
下
の
満
州
』
御
茶
の
水
書
房

原
朗
（
二
〇
一
三
）『
日
本
戦
時
経
済
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

日
比
嘉
高
（
二
〇
一
五
）「
内
地
―
外
地
を
結
ぶ
書
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
朝
鮮
半
島
の

小
売
書
店
│
│
日
配
時
代
を
中
心
に
」『
翰
林
日
本
學
』
第
二
七
輯

日
比
嘉
高
（
二
〇
一
七
）「
外
地
書
店
を
追
い
か
け
る（
八
）│
│
大
阪
、
九
州
、
台
湾
の
共

同
販
売
所
と
大
阪
屋
号
書
店
満
鮮
卸
部
」『
文
献
継
承
』
金
沢
文
圃
閣
、
三
〇
号
、

の
ち
村
﨑
長
昶
著
・
日
比
嘉
高
編
著
『
台
湾
・
新
高
堂
書
店 

村
﨑
長
昶
│
│
事
跡

と
回
想
録
』
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
二
〇
年
に
収
録

古
川
隆
久
（
一
九
九
二
）『
昭
和
戦
中
期
の
総
合
国
策
機
関
』
吉
川
弘
文
館

柳
澤
治
（
二
〇
〇
八
）『
戦
前
・
戦
時
日
本
の
経
済
思
想
と
ナ
チ
ズ
ム
』
岩
波
書
店

山
崎
志
郎
（
二
〇
一
一
）『
戦
時
経
済
総
動
員
体
制
の
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社

山
崎
志
郎
（
二
〇
一
五
）「
戦
時
統
制
経
済
」『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
一
八 

近
現
代
四
』

岩
波
書
店

山
本
有
造
（
二
〇
〇
三
）『「
満
洲
国
」
経
済
史
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

吉
田
則
昭
（
二
〇
一
〇
）『
戦
時
統
制
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
│
│
一
九
四
〇
年
代
メ
デ
ィ

ア
史
』
昭
和
堂

渡
辺
純
子
（
二
〇
〇
七
）「
戦
時
下
の
民
需
産
業
」
石
井
寬
治
ほ
か
編
『
日
本
経
済
史
四 

戦
時
・
戦
後
期
』
東
京
大
学
出
版
会

渡
辺
隆
宏
（
二
〇
一
〇
）「「
周
辺
」
の
出
版
流
通
│
│
満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
設
立
へ

の
道
程
、
大
阪
屋
號
書
店
そ
の
他
」『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
二
七
号

渡
辺
隆
宏
（
二
〇
一
一
）「
満
配
問
題
│
│
一
九
三
九
年
、
満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
設

立
を
め
ぐ
っ
て
」『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
二
九
号

渡
辺
隆
宏
（
二
〇
一
二
）「
満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
設
立
の
日
と
そ
の
前
後
」『
メ
デ
ィ

ア
史
研
究
』
三
一
号

渡
辺
隆
宏
（
二
〇
一
四
）「
満
洲
国
に
お
け
る
書
籍
雑
誌
定
価
販
売
の
開
始
│
│
満
洲
書

籍
配
給
株
式
会
社
設
立
後
の
流
れ
」『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
三
五
号

全
国
書
籍
業
聯
合
会
編
集
（
一
九
四
一
）『
全
国
書
籍
業
聯
合
会
史
』
全
国
書
籍
業
聯
合
会

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

統
制
経
済
、
書
物
流
通
、
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
（
日
配
）、

満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
（
満
配
）、
配
給
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Abstract

Book distribution and the controlled economy:  
On the national book distributors of the Japanese Empire

Yoshitaka HIBI

	 This paper reconsiders the control of book distribution within the Japanese colonial empire 
during the Asia-Pacific War, focusing on three points: the position of book distribution in the 
controlled economy as a whole, the relationship between the national control of economy and 
private businesses such as wholesalers and retailers of books, and the difference between the national 
system of haikyū (distribution) and profit-seeking business. I clarify the connection between national 
policies concerning the controlled economy and the establishment of book distribution companies 
such as the Japan Publication Distribution Co., Ltd. (Nippai) and Manchuria Book Distribution 
Co., Ltd. (Manpai). Additionally, I demonstrate that, paralleling national economic controls, 
important publishing business organizations actively sought to create industry controls. Lastly, I 
argue that because the accepted narrative which positions Nippai as the precursor to postwar book 
distribution systems requires serious reconsideration because it is based on the misapprehension of 
Nippai as a profit-seeking business.

Keywords: ‌�controlled economy, book distribution, Japan Publication Distribution Co., Ltd. 
(Nippai), Manchuria Book Distribution Co., Ltd. (Manpai), distribution (haikyū)
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